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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：減数分裂中、第II中期/第II後期移行までセントロメア接着複合体を保護し、減数分裂特異的REC8コヒーシン複合体が第I後期セントロメアから早期に放出されるのを防ぐ。したがって、正確な配偶子形成に不可欠である（相同性による）。PPP2CAをセントロメアに標的化することで、コヒーシンの脱リン酸化を引き起こす可能性がある。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化される。,配列注意：コンタミネーション配列。潜在的なポリA配列。,類似性：シュゴシンファミリーに属します。,細胞内局在：Hela細胞では、前期から中期までセントロメアに局在し、後期に消失します。,サブユニット：PPP2CAと直接相互作用します。,機能：減数分裂中、中期II/後期II移行までセントロメア接着複合体を保護し、後期Iセントロメアからの減数分裂特異的REC8コヒーシン複合体の早期放出を防ぎます。したがって、正確な配偶子形成に不可欠です（類似性による）。PPP2CAをセントロメアに標的化することで作用し、コヒーシンの脱リン酸化を引き起こします。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化されます。,配列注意：配列が汚染されています。潜在的なポリA配列。,類似性:シュゴシンファミリーに属する。,細胞内局在:Hela細胞では、前期から中期までセントロメアに局在し、後期に消失する。,サブユニット:PPP2CAと直接相互作用する。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達、細胞周期、染色体構造、セントロメア、細胞生物学、細胞分裂
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	SGOL2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

